


















図 1-1 リベイラ河植民地地図（イグアッペ植民地）（出典『レジストロの六十年』） 
 
1)  2018 年 12 月 15 日神奈川大学において開催された公開研究会「ブラジル日本人入植地の歴史と民俗」でも報告してい
る。 


























3) 「ヴァーレ・ド・リベイラの文化風景」として、リベイラ沿岸では 14 件の建物が連邦歴史遺産（IPHAN：国立歴史美
術遺産院）に認定された（参考：サンケイ新聞 2010 年 8 月 25 日）。 
4) 上田篤ほか「ブラジル南部外国人移住地域における住文化変容に関する比較調査」昭和 55 年度科学研究費補助金、熊
谷広子ほか「レジストロに見られる移住地形成期の住宅の型 ブラジルにおける日系移民の住空間の変遷に関する研究」『日
本建築学会東北支部研究報告集 計画系』pp.201-204, 2005 等。 
5) 新村美沙紀「愛知県 登録有形文化財明治村ブラジル移民住宅 －日系移民住宅の材料と技法」『文建協通信 第 126 号』
pp.139-142、2016 年 10 月 
6) Akemi Hijioka “MINKA-Casa dos Imigrantes Japoneses no Vale do Ribeira”Instituto de Arquitetura e Urbanismo, 
USP, 2016（サンパウロ大学・学位論文）なお、肱岡氏には現地調査における多大なご協力とご助言をいただいた。 
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度より 2018 年度にかけて、全 3 回の現地調査を実施し、現存する日系移民住宅のうち 6 件
の建築遺構の実測および聞き取り調査を行った。その概要は次に示す通りである。 
 
【2015～2019 年度 建築班 現地調査概要】8) 




2017/3/14  博物館明治村での遺構調査 
2017/6/28  博物館明治村 石川氏によるブラジル日系移民住宅久保田家住宅の 
解体復元時の専門知見に関する勉強会 
2018/3/13  常民研公開研究会「ブラジルにおける日本人移民の住まいと生活」 
2018/6/23  建築学会北海道支部研究発表会における研究発表（２件） 












                                                  
8) 2013 年にも視察調査を行っているが、本報告では 2016 年度の調査を第１回とした。 
9) Instituto do Patrimônio Histórico e Artístico Nacional の略 
 
【「ヴァ―レ・ド・リベイラの文化風景」（14 件）レジストロの日系移民住宅】 
（2010 年 IPHAN に“Edificações Residenciais（住宅建築）”として登録された） 
7. Residência Fukasawa 
8. Residência Gozo Okiyama 
9. Residência Sra. Susu Okiyama 
10. Residência Família Hokugawa 
11. Residência Família Amaya   
（通し番号は IPHAN の登録内容による。） 
 
 
図 1-4 レジストロ市における本研究の調査対象住宅の位置 
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